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1-１ 



総合モニタリング計画（※） 

(平成28年4月1日改訂) 
http://radioactivity.nsr.go.jp/ja/contents/12000/11837/25/204_2_20160401.pdf 

・総合モニタリング計画に基づき環境放射線レベルを継続的に把握・公開 
・以下の事柄について記載      

             

1. 目的 
2. 役割(実施主体、担当分野) 

3. モニタリングの対象・場所 
 空間線量、積算線量 
 大気浮遊じん 
 月間降下物、上水 
 土壌、指標生物 
 地下水、井戸水 
 海域 
 学校 
 港湾、空港、公園、下水道 
 公園 
 廃棄物 
 農地土壌、森林、牧草、浄水場 
 食品 2 

（※）福島第一原子力発電所事故に
係るきめ細かな放射線モニタリングを確実
に、かつ計画的に実施するため、政府に
より原子力災害対策本部（本部長：
内閣総理大臣）の下に、環境大臣を議
長とするモニタリング調整会議により策定 



次のＵＲＬで公開中: 
http://radioactivity.nsr.go.jp/en/ 

環境放射線・放射能のモニタリング結果 
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LaBr3(Ce) シンチレーション検出器を搭載し
た無人ヘリコプター（ラジコンヘリ）による福島
第一原子力発電所近傍の放射線量の把握 

ヘリの測線（軌跡）例：5km圏
内・境界近傍 4 



無人ヘリによる5km圏内・近傍の放射線量率の時間的推移 
（2012年10月～2015年10月）（地上高１mの値） 
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Oct. 2012 

Oct. 2015 

Mar. 2013 Jul. 2013 Jan. 2014 

Jul. 2014 Jan. 2015 



可搬型放射線検出器
（KURAMA-2 system） 

航空機サーベイや車両による走行サーベイを補完
する「歩行サーベイ」も実施 
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サーベイメータによるモニタリング 

 
開けた地点において、地上１ｍでの空間放射線量率を測定 

survey meter 
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3 months later 

(4 June to 8 July, 2011) 

n=2,181 

53 months later  

(3 August to 8 September, 2015) 

n: number of the measured points 7 

サーベイメータによるモニタリング結果 

n=6,577 
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車両による走行サーベイ 
 
可搬型放射線検出器（KURAMA-2 system）
を車両に積載して走行モニタリングを実施 

可搬型放射線検出器
（KURAMA-2 system） 
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走行サーベイによるモニタリング結果の時間的変化 
（2011 年６月～2015年11月） 
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Jun. 2011 

Nov. 2015 



走行サーベイによる地上１ｍでの空間放射線量率のモニタリング結果 
（2015年6月と11月） 
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６月 11月 



地上からの放射線（ガンマ線）をヘリコプターにより
広域的にサーベイする 

航空機による空間放射線モニタリング 
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Ground 

Approx. 600m 

Height approx. 300m 

Speed 160-185 km/h 
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<Flight Intervals> 

1.85 km: Area of <0.2μSv/h (measured 

previously);  

 

0.93 km: Area of ≧0.2μSv/h (measured 

previously) 

(except Evacuation Directed Zones); 

 

0.62 km: Evacuation Directed Zones 
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1 months later  

(April 29, 2011) 

3 months later 

(July 02, 2011) 

7 months later  

(Nov. 05, 2011) 

15 months later  

(June 28, 2012) 
20 months later 

(Nov. 16, 2012) 

航空機による80km圏内の空間放射線量率のモニタリング結果 

30 months later   

(Sep. 28, 2013) 

Air dose rates at 

1m from  the 

ground (µSv/h) 

The natural 

radionuclides are 

included. 
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32 months later   

(Nov. 19, 2013) 

13 

Not measured 
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航空機による東日本太平洋側の地上高１ｍにおける放射線量率の様子
（事故後、53ヶ月 （調査期間：2015年9月～11月） 
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まとめ 

福島第一原子力発電所周辺の地域において環境放射線モニタリン

グを継続的に実施してきたところ、 

福島第一原子力発電所周辺の空間放射線量率は平成23年３月

の事故後、継続して減少している傾向が認められる 
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http://www.nsr.go.jp/


-END- 

17 


